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序章 はじめに 

１ 立地適正化計画策定の目的 
我が国の都市における今後のまちづくりは、人口の急激な減少と高齢化を背景にして、高齢者や子育て

世代にとって、安心できる健康で快適な生活環境を実現すること、財政面及び経済面において持続可能

な都市経営を可能とすることが大きな課題です。また、気候変動の影響により頻発・激甚化する自然災害

への対応として、防災まちづくりの推進という観点から総合的な対策を講じることが急務となっていま

す。 

こうした中、医療・福祉・商業施設や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめとする住民が公共交

通によりこれらの生活利便施設等にアクセスできるなど、福祉や交通なども含めて都市全体の構造を見

直し、「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考えでまちづくりを進めていくことが重要です。 

このため、国では、平成 26（2014）年 8 月に都市再生特別措置法が改正され、行政と市民や民間事

業者が一体となったコンパクトなまちづくりを進めるため、立地適正化計画制度が創設されました。 

小郡市においては、鉄道や道路交通条件を生かした大規模な住宅開発により人口は増加の一途をたど

ってきましたが、近年その伸びは鈍化傾向にあり、今後は緩やかに減少していくことが予測されます。ま

た、近年では、度重なる集中豪雨により各地で被害が発生していることから、防災の観点を取り入れたま

ちづくりを加速化し、ハード・ソフトの両面からの安全確保策を講じる必要があります。 

このような背景から、将来の人口減少下においても、安全で安心して快適に暮らし続けられるまちづく

りを目指すため、小郡市立地適正化計画を策定します。 

 

２ 立地適正化計画の概要 
立地適正化計画は、都市再生特別措置法（第 81 条第 1 項）に定められている「住宅や都市機能増進

施設（医療・福祉・商業施設等）の立地の適正化を図るための計画」であり、「コンパクト・プラス・ネ

ットワーク」の考え方に基づいた、都市全体の観点からの居住や医療・福祉・商業施設等の都市機能の立

地、公共交通の充実に関する包括的なマスタープランです。  

都市計画区域 

 

都市機能誘導区域 
医療・福祉・商業施設等の都市機能を都市の中心
拠点や生活拠点に誘導し集約することにより，こ
れらの各種サービスの効率的な提供を図る区域 

地域公共交通 
維持・充実を図る公共交通網を設定 

居住誘導区域 
人口減少の中にあっても，一定のエリアにおいて
人口密度を維持することにより，生活サービスや
コミュニティが持続的に確保されるよう，居住を
誘導すべき区域 
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３ 計画の位置づけ 
小郡市立地適正化計画は、上位計画の「第６次小郡市総合振興計画」等に即するとともに、関連する計

画と相互に連携・調整したもので、策定後は第２次小郡市都市計画マスタープランの一部とみなされま

す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

第２次小郡市都市計画マスタープラン 
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＜小郡市の計画＞ ＜福岡県の計画＞ 

＜関連する主な計画＞ 

●公共施設等総合管理計画 ●地域福祉計画・地域福祉活動計画  
●高齢者福祉計画・介護保険事業計画 ●障がい福祉計画・障がい児福祉計画 
●景観計画 ●農村環境計画 ●子ども・子育て支援事業計画  
●おごおり健康・食育プラン ●地域強靭化計画 ●地域防災計画 
●都市再生整備計画        等 

連携 

小郡市立地適正化計画 
 

※本計画の第 4 章及び第 5 章は、 
都市計画マスタープランの一部とみなされる 

（都市再生特別措置法第 82 条） 
※将来の都市像を実現化するための実現方策 

（アクションプラン） 

即する 
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